
４０
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
を

対
象
に
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
は
、
集
団
健
診
と
市
内
の
健

診
実
施
医
療
機
関
で
行
っ
て
い
る
個

別
健
診
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

【
集
団
健
康
診
査
を
受
診
す
る
場

合
】
集
団
健
康
診
査
は
左
上
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
時
間
は
午
後
１

時
半
〜
３
時
の
間
で
市
国
保
年
金
課

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
が
指
定
し
ま

す
。
今
年
度
の
集
団
健
診
は
７
・
９

月
、
来
年
２
月
に
実
施
し
ま
す
。
受

診
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。定

員
各
日
８０
人
。
受

診
料
千
円
（
満
６５
歳
以

上
の
人
は
市
が
助
成
す

る
た
め
無
料
）。検
査
項

目
は
、
血
液
検
査
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
、

内
科
聴
打
診
、問
診（
６５

歳
以
上
の
人
は
生
活
機

能
評
価
）
な
ど
。

�
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
国
民

健
康
保
険
（
も
し
く
は
後
期
高
齢
者

医
療
）
の
被
保
険
者
証
番
号
、
健
康

手
帳
番
号（
持
っ
て
い
な
け
れ
ば「
な

し
」）、
受
診
希
望
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
を
書
い
て
、
〒
６６４
・
８
５
０
３

伊
丹
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
「
集
団
健

診
」
係
へ
。

健
診
日
の
約
１０
日
前
に
受
診
案
内

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。
当
日
は
、

は
が
き
で
指
定
し
た
時
間
に
被
保
険

者
証
と
健
康
手
帳
を
持
っ
て
直
接
、

会
場
へ

【
個
別
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場

合
】
６
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
す
る
場
合
は
、
受
診

券
が
必
要
で
す
（
後
期
高
齢
者
健
診

は
不
要
）。
受
診
料
千
円（
満
６５
歳
以

上
の
人
は
市
が
助
成
す
る
た
め
無

料
）。受診

券
は
誕
生
月
に

あ
わ
せ
て
送
付
し
ま

す
。
受
診
時
は
、
受
診

券
と
被
保
険
者
証
、
健

康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
誕
生
月

よ
り
前
に
受
診
を
希
望

す
る
場
合
は
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

の
で
、
市
国
保
年
金
課
�
７８４
・
８
０

４
０
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
そ
の
ほ
か
の
医
療
保
険
（
社
会
保

険
や
共
済
保
険
な
ど
）の
加
入
者
は
、

ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

◆
特
定
健
診
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

市
は
、
６５
歳
以
上
の
社
会
保
険
や
共

済
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
、
特
定
健

診
の
費
用
を
負
担
し
た
人
を
対
象

に
、
一
部
負
担
金
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
上
限
は
千
円
。

�
特
定
健
診
受
診
費
用
の
明
記
さ

れ
た
健
診
機
関
発
行
の
領
収
書
と
特

定
健
診
結
果
表
、
被
保
険
者
証
、
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
不
可
）、
印
鑑
を
持
っ
て
直
接
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
３０
歳
代
の
健
診

昭
和
４４
年
４
月

１
日
〜
５４
年
３
月
３１
日
に
生
ま
れ
た

男
女
を
対
象
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
帯
は

右
表
の
と
お
り
。
詳
し
い
時
間

は
保
健
セ
ン
タ
ー
が
指
定
し
ま

す
。定

員
各
日
１００
人
。受
診
料
千
１００
円
。

検
査
項
目
は
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
、

内
科
聴
打
診
、
問
診
。
希
望
者
に
食

事
ア
ド
バ
イ
ス
、骨
密
度
測
定
あ
り
。

�
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
受
診
希
望
日
時

（
第
３
希
望
ま
で
）
を
書
い
て
、
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
「
３０
歳
代
の
健
診
」
係
へ
。
先

着
順
。
健
診
日
の
約
１０
日
前
に
受
診

案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

◆
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

市
内
の

共
同
利
用
施
設
な
ど
を
検
診
車
で
巡

回
し
て
実
施
。検
診
は
午
前
中
の
み
。

�
右
下
表
参
照
。
女
性
が
先
に
受
け

る
日
程
と
男
性
が
先
に
受
け
る
日
程

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
申
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
た
も
の
。
い
ず
れ
も
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、被
保

険
者
証
、
世
帯
全
員
の
市
県
民
税
課

税
証
明
書
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
な

ど
。�

必
要
書
類
を
持
っ
て
直
接
、
伊

丹
健
康
福
祉
事
務
所
保
健
指
導
課

（
�
７８３
・
１
２
３
１
、
内
線
２１４
）へ
。

◆
献
血
に
ご
協
力
を

６
月
２１
日
�

と
２９
日
�
の
午
前
１１
時
半
〜
午
後
４

時
、イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
テ
ラ
ス
で
。

国道171号�

国道171号�

P

市役所�

警察署�

税務署�

消防�
局�

スワンホール�

浄水場�

消防局�

市立伊丹病院�

北�

北�

スワンホール�

市立伊丹病院� 健
　
康�

【内科】笳休日応急診療所�
　1７８４－８１８１�
　蜴土曜＝１８：００～２１：００�
　蜴日曜、祝日�
　　＝９：００～１２：００/１８：００～２１：００�
　　（受け付けはいずれも２０：３０まで）�
【小児科】笘阪神北広域こども急病センター�
　1７７０－９９８８�
　蜴平日＝１９：３０（診察は２０：００から）�
　　　　　～翌６：３０�
　蜴土曜＝１４：３０（診察は１５：００から）�
　　　　　～翌６：３０�
　蜴日曜、祝日�
　　＝８：３０（診察は９：００から）～翌６：３０�
【歯科】笙口腔保健センター�
　1７８３－００７８�
　蜴日曜、祝日＝９：００～１２：００�
　（受け付けは１１：３０まで）�
【眼科・耳鼻咽喉科】尼崎医療センター�
　1０６－６４３６－８７０１�
　（尼崎市水堂町３－１５－２０）�
　蜴日曜、祝日＝９：００～１６：００�
�

休日・夜間の診療�

笊保健センター�
1７８４－８０３４　ファクス７８４－８１３９�
笆伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）�
1７８３－１２３１　ファクス７７７－４０９１�

歯
の
衛
生
週
間
に
ち
な
み
、
伊
丹

市
歯
科
医
師
会
が
募
集
し
て
い
た

「
歯
の
衛
生
週
間
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
市
内
の
小
学
校

か
ら
５３７
点
の
応
募
が
あ
り
、
４６
人
が

入
賞
。
６
月
５
日
に
伊
丹
市
歯
科
医

師
会
と
市
、
市
教
委
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

入
賞
者
の
ポ
ス
タ
ー
は
伊
丹
市
歯

科
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
長
賞
、
教
育
長
賞
、
阪
神
北
県

民
局
賞
、
伊
丹
市
歯
科
医
師
会
会
長

賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
、

順
不
同
）。

あ
と

べ

し
ょ
う

ま

【
市
長
賞
】
後
邉
笙
馬
（
有
岡
小

１
年
）、小
林
未
奈（
稲
野
小
１
年
）、

さ

き

久
保
田
紗
生
（
天
神
川
小
４
年
）

【
教
育
長
賞
】
藤
野
美
耶
（
有
岡

小
１
年
）、
北
川
万
結（
天
神
川
小
４

年
）、
植
村
真
央
（
桜
台
小
６
年
）

【
阪
神
北
県
民
局
賞
】
加
藤
太
陽

さ
や
か

（
天
神
川
小
２
年
）
、
出
村
冴
香
（
鈴

原
小
４
年
）、吉

野
聖
也
（
桜
台

小
６
年
）

【
伊
丹
市
歯

科
医
師
会
会
長

し
ん
り
ょ
う

賞
】
神
領
篤

（
有
岡
小
１

つ
し
ま

ゆ

う

年
）、對
馬
由
悠

（
池
尻
小
２

年
）、三
浦
彩
花

み

（
同
）、
阪
田
海
斗
（
同
）、
吉
田
未

き来
（
同
）、
河
瀬
将
太
（
同
）、
林
愛
ま
な
え

莉
（
天
神
川
小
３
年
）、
吉
原
舞
苗

（
摂
陽
小
３
年
）
、
木
原
沙
綺
（
天
神

川
小
５
年
）、
坂
口
日
菜（
摂
陽
小
６

年
）
は
ち
ま
る
に
い
ま
る

◆
「
８
０
２
０
運
動
」
達
成
者
６１
人

を
表
彰

８０
歳
で
２０
本
の
歯
を
残
そ

う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」
で
伊

丹
市
歯
科
医
師
会
と
市
は
、
次
の
達

成
者
を
表
彰
し
ま
し
た
（
敬
称
略
、

順
不
同
）。
ま
こ
と

藤
枝
良
、
都
井
梅
夫
、
荒
尾
義
明
、

荒
川
敏
子
、
岡
田
和
枝
、
川
村
雅
子
、

松
本
あ
や
子
、
森
下
千
代
子
、
山
根

久
子
、
西
田
明
、
岡
田
ユ
キ
子
、
渡

く
わ

い

邊
ツ
ヤ
コ
、
�
井
貢
、
佐
野
久
子
、

ま
ち
ど
り

林
市
造
、
塚
元
あ
や
子
、
待
鳥
ウ
ラ

い
さ
む

子
、
松
田
�
、
一
ノ
瀬
秀
雄
、
西
良

通
、
濱
崎
義
晴
、
山
本
千
代
子
、
尾

村
繁
子
、
橋
本
義
一
、
横
田
美
代
子
、

高
垣
秀
次
郎
、
浅
尾
昭
雄
、
長
谷
川

ひ
さ
こ
、
間
渕
愛
子
、
若
林
佐
和
子
、

て
る
し

岸
田
輝
、
須
磨
ま
さ
子
、
水
島
信
善
、

宮
武
智
恵
子
、
小
田
久
子
、
谷
澤
昭

男
、
松
本
昭
三
、
村
田
昭
、
山
下
ま

つ
こ
、
猪
原
昭
三
、
古
田
知
夫
、
向

も
と

お

井
千
代
、
村
上
君
枝
、
渡
辺
源
雄
、

池
内
重
夫
、
東
野
房
子
、
柳
正
夫
、

さ
だ

こ

赤
松
イ
サ
子
、
西
山
薫
、
堀
井
節
子
、

佐
藤
カ
ネ
オ
、
佐
藤
森
夫
、
長
谷
川

敏
、
東
野
幸
子
、
増
田
香
苗
、
松
永

ひ
で

こ

開
道
、
西
村
ヨ
シ
子
、
重
信
頴
子
、

佐
向
ト
シ
子
、
河
田
廣
子
、
古
家
士

郎

市教委は、天王寺川中卒業生で希望する人を対象
にアスベスト関連疾患検診を実施します。
日程と会場は次のとおり。

時間はいずれも午前１１時～１１時半。定員各２０人。
各会場へは公共交通機関をご利用ください。
�７月４日午前９時半～１０日午後５時半（土・日
曜除く）に電話で市教委保健体育課�７８４―８０８７へ。先
着順。

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
対
象
年
齢
が

満
３
〜
６
カ
月
未
満
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
間

が
短
い
の
で
、
ほ
か
の
予
防
接
種
よ

り
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
先
に
接
種
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
日
程
は
６
月
１６
日

�
・
２５
日
�
、
７
月
７
日
�
・
２３
日

�
、
８
月
５
日
�
・
１８
日
�
。
正
午

〜
午
後
３
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
整
理
券
の
順
番
に
従
い
、
午

後
１
時
４５
分
〜
３
時
に
受
け
付
け
。

こ
の
時
間
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
体
温
は
会
場
で
測
り
ま

す
。
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
第
３
・

４
期
）
予
防
接
種
強
化
月
間

平
成

２０
年
度
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ

第
３
・
４
期
）
の
予
防
接
種
を
市
内

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
対

象
は
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
と
７
年
４
月
２
日
〜

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費

助
成
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

平
成
２０
年
７
月
３１
日
受
け
付
け
分
ま

で
は
助
成
開
始
時
期
を
２０
年
４
月
１

日
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
対
象
は
現
在
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
。

必
要
書
類
は
交
付
申
請
書
・
医
師
の

診
断
書
（
所
定
用
紙
に
医
師
が
記
載

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
は
昭
和
４４
年
３
月
３１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
市
民
（
妊
娠
中
や
Ｘ
線

治
療
中
の
人
な
ど
は
除
く
）。受
診
料

は
▽
胃
が
ん
検
診
�
５００
円
▽
肺
が
ん

か
く
た
ん

検
診
�
１００
円
▽
喀
痰
検
査
�
４００
円
。

喀
痰
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で

は
見
つ
か
り
に
く
い
肺
の
入
り
口
付

近
に
で
き
る
が
ん
を
痰
の
細
胞
で
発

見
す
る
検
査
で
す
。
な
お
、
喀
痰
検

査
の
み
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
肺
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
痰

が
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
検
査
料
は

返
金
で
き
ま
せ
ん
。

�
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
ま

た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
、
健
康
手
帳
番
号
（
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
「
な
し
」）、
希
望
す
る
検
診

名
、
受
診
希
望
日（
第
２
希
望
ま
で
）

を
書
い
て
、
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
「
胃
が
ん
・
肺

が
ん
検
診
」
係
へ
。
電
子
申
請
で
も

可
。
先
着
順
。

検
診
日
の
約
１０
日
前
に
、
受
診
案

内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

◆
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
関
連
疾
患

検
診

肺
が
ん
検
診
に
併
せ
て
ア
ス

ベ
ス
ト
関
連
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
日
程
と
会
場
は
肺
が
ん
検
診
と

同
じ
で
す
。

対
象
は
４０
歳
以
上
の
市
民
。
無
料

（
肺
が
ん
検
診
料
は
必
要
）。
肺
が
ん

検
診
申
込
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
初
め
て
受
診
す
る
人
に
は
事
前

に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

◆
Ｂ
Ｃ
Ｇ

結
核
予
防
の
た
め
、
保

則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
丈
夫
な
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
食
中
毒
は
、
時
に
は
死
に
至
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、油
断
は
禁
物
で
す
。

ほ
か
に
原
因
が
な
い
の
に
、
吐
き
気

お
う

と

や
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
発
熱
に
襲

わ
れ
、「
も
し
か
し
て
食
中
毒
か
も
し

れ
な
い
」
と
思
っ
た
ら
素
人
判
断
せ

ず
に
、
す
み
や
か
に
医
療
機
関
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

食
中
毒
は
適
切
な
処
理
を
怠
る

と
、
人
か
ら
人
に
次
々
と
感
染
（
二

次
感
染
）
し
、
大
き
な
被
害
を
招
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
次
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
吐
い
た
も
の
や
便
を
扱
う
と
き

は
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
利
用
し
、
使
用

済
み
の
手
袋
は
消
毒
を
す
る
▽
誤
っ

て
吐
い
た
も
の
や
便
を
触
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
せ
っ
け
ん
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
で
消
毒
し
、
流
水
で
洗
う
▽

吐
い
た
も
の
や
便
で
汚
れ
て
し
ま
っ

た
衣
類
は
煮
沸
し
た
り
薬
品
で
消
毒

し
た
り
し
、
日
光
に
当
て
る
な
ど
し

て
よ
く
乾
か
す
▽
最
寄
り
の
保
健
所

に
連
絡
す
る

診
察
を
受
け
る
ま
で
の
応
急
処
置

下
痢
や
嘔
吐
が
激
し
い
と
き
は
、

体
の
水
分
が
不
足
し
、
脱
水
症
状
を

起
こ
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
の
で
、

水
分
を
十
分
に
補
給
し
て
脱
水
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

腸
を
刺
激
し
な
い
よ
う
に
冷
水
よ

り
は
常
温
に
近
い
茶
な
ど
を
と
る
よ

う
に
し
、
安
静
に
し
て
、
手
足
が
冷

え
る
よ
う
な
ら
、
体
を
温
め
る
。

ま
た
、
腹
痛
や
下
痢
の
と
き
は
、

市
販
の
下
痢
止
め
を
服
用
し
が
ち
で

す
が
、
食
中
毒
に
は
下
痢
止
め
は
逆

効
果
な
の
で
服
用
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。

＊

＊

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
防
衛

力
を
高
め
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、
規

以
上
に
な
る
よ
う
加
熱
）
▽
調
理
を

途
中
で
や
め
る
と
き
は
、
そ
の
ま
ま

室
温
で
放
置
し
な
い
で
冷
蔵
庫
に
入

れ
、
再
び
調
理
す
る
と
き
は
、
十
分

に
加
熱
す
る
▽
熱
の
伝
わ
り
に
く
い

も
の
を
電
子
レ
ン
ジ
で
調
理
す
る
と

き
は
、
と
き
ど
き
混
ぜ
る

ポ
イ
ン
ト
�
食
事

で
き
た
ら
す
ぐ
食
べ
る

▽
食
事
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う
▽

調
理
後
、
室
温
で
長
く
放
置
し
な
い

で
、
作
っ
た
ら
早
く
食
べ
る
▽
温
か

い
料
理
は
常
に
温
か
く
、
冷
た
い
料

理
は
常
に
冷
た
く
し
て
お
く
（
目
安

は
温
か
い
料
理
は
６５
℃
以
上
、
冷
や

し
て
食
べ
る
料
理
は
１０
℃
以
下
）
▽

調
理
し
た
食
事
は
２
時
間
以
上
室
温

で
放
置
し
な
い

ポ
イ
ン
ト
�
残
っ
た
食
品

食
べ
る
時
に
は
十
分
加
熱

▽
早
く
冷
め
る
よ
う
に
浅
い
容
器

に
小
分
け
し
て
保
存
す
る
▽
時
間
が

た
ち
す
ぎ
る
な
ど
、
少
し
で
も
不
安

が
あ
れ
ば
食
べ
ず
に
捨
て
る
▽
仕
出

し
料
理
は
持
ち
帰
ら
ず
に
、
そ
の
場

で
食
べ
る

平均１２時間。腹痛、
激しい下痢、吐き
気、嘔吐、発熱

海水中に生
息。夏期に沿
岸で獲れた魚
介類、汚染さ
れた調理器具

４２
細
菌

腸炎ビブリオ

平均３時間。吐き
気、嘔吐、腹痛（下
痢）

人、動物の皮
膚、粘膜に広
く分布。おに
ぎり、弁当な
ど

７０
細
菌

黄色ブドウ球菌

８～４８時間（菌種
により異なる）。腹
痛、下痢、嘔吐、発
熱、長期間排菌

人や家畜のふ
ん便、鶏卵、
鶏肉、豚肉な
ど

１２６
細
菌

サルモネラ

２４～４８時間。吐き
気、嘔吐、激しい
下痢、腹痛、頭痛

人のふん便、
未調理の貝類
など

３４４ウ
イ
ル
ス

ノロウイルス

平均２～３日と長
い。腹痛、激しい
下痢、吐き気、嘔
吐、発熱、筋肉痛

犬、猫などの
ペット、食肉
（特に鶏肉）
など

４１６
細
菌

ガンピロバクター

発病までの
時間・症状

汚染・感染
経路

発生
件数細菌・ウイルス

平成１９年主な食中毒発生状況

１０
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
１５

℃
以
下
に
維
持
す
る
▽
食
品
を
取
り

扱
う
前
や
扱
っ
た
後
は
必
ず
手
や
指

を
洗
う

ポ
イ
ン
ト
�
調
理
の
下
準
備

清
潔
な
調
理
器
具
で
二
次
汚
染
を

予
防▽

台
所
の
衛
生
状
況
を
確
認
す
る

▽
食
品
を
扱
っ
た
ま
な
板
・
包
丁
な

ど
は
そ
の
都
度
洗
う
▽
使
用
後
の
ま

な
板
は
熱
湯
を
か
け
、
た
わ
し
、
ふ

き
ん
な
ど
は
煮
沸
消
毒
し
、
乾
燥
さ

せ
る
▽
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
手
を
洗

うポ
イ
ン
ト
�
調
理

加
熱
調
理
は
食
中
毒
予
防
に
最
も

有
効▽

冷
凍
食
品
な
ど
の
解
凍
は
室
温

で
は
な
く
、
冷
蔵
庫
の
中
や
電
子
レ

ン
ジ
で
行
う
▽
加
熱
調
理
の
で
き
る

食
品
は
十
分
に
加
熱
す
る
（
食
材
の

中
心
部
の
温
度
が
１
分
間
以
上
７５
℃

�
食
事
前
に
は
し
っ
か
り
手
洗
い

�
北
保
育
所
で
�
使
用
後
の
調
理

器
具
は
熱
湯
な
ど
で
消
毒
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
�
食
品
の
購
入

新
鮮
な
食
品
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

▽
賞
味
期
限
に
注
意
し
、
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
物
を
選
ぶ
▽
購
入
し
た

食
品
は
、
肉
汁
や
魚
な
ど
の
水
分
が

漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
▽
買
い

物
が
終
わ
っ
た
ら
、
長
時
間
持
ち
歩

か
ず
、
ま
っ
す
ぐ
帰
る
よ
う
に
す
る

ポ
イ
ン
ト
�
保
存

生
鮮
食
品
は
必
ず
冷
蔵
庫
で
保
存

▽
購
入
後
は
す
ぐ
冷
蔵
・
冷
凍
庫

に
入
れ
、
肉
・
魚
は
ほ
か
の
食
品
に

触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
▽
冷
蔵
庫
は

食
中
毒
菌
を
「
付
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
残
さ
な
い
」
の
３
つ
の
原

則
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

す
。
次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の

３
原
則
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
留
意
し
、
家
庭
か
ら
食
中
毒
を

年
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
、感
染
力
が
強
い
の
が
特
徴
で
、

平
成
１８
年
は
事
件
数
、
患
者
数
と
も

に
１２
月
が
食
中
毒
の
最
も
多
い
月
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１９
年
も
１
・
１２
月
の
食
中

毒
が
多
発
し
ま
し
た
�
右
グ
ラ
フ
・

右
下
表
参
照
。

今
年
に
入
っ
て
す
で
に
全
国
で
１７５

件
の
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
、
予
防
に
万
全
を
期
す

る
た
め
６
月
３
日
に
感
染
症
対
策
本

部
専
門
部
会
を
開
き
、
本
年
度
の
予

防
対
策
を
関
係
機
関
と
協
議
、
決
定

し
ま
し
た
。

食
中
毒
は
簡
単
な
方
法
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
食
中
毒
に
か
か

ら
な
い
よ
う
手
洗
い
な
ど
予
防
策
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

梅雨から初秋は気温と湿度が高くなるため、細菌性食中毒
が発生しやすくなります。市では、食中毒予防に万全を期す
るため６月３日に感染症対策本部専門部会を開き、今年度の
予防対策を協議。市民啓発などの予防策を決定しました。食
中毒は簡単な方法で防ぐことができます。みなさんの家庭で
も食中毒予防に取り組みましょう。問い合わせは県伊丹健康
福祉事務所�７８３―１２３１、保健センター�７８４―８０３４へ。

細
菌
性
の
食
中
毒
は
夏
に
よ
く
発

生
し
ま
す
。
特
に
６
〜
１０
月
に
か
け

て
、
細
菌
に
と
っ
て
好
適
な
条
件
と

な
る
た
め
、
食
中
毒
の
発
生
率
が
ピ

ー
ク
に
達
し
ま
す
。
夏
場
に
食
中
毒

が
多
発
す
る
の
は
、
冷
た
い
も
の
が

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
加
熱

せ
ず
に
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
や
暑
さ
で
体
力
が
低
下
し
、
抵
抗

力
が
衰
え
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。

細
菌
性
の
食
中
毒
が
夏
に
多
く
発

生
す
る
の
に
対
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
は

１１
〜
３
月
の
冬
に
集
中
し
ま
す
。
近

ラスタホール１３（金）
保健センター９（月）来年２
いたみホール１２（金）
保健センター８（月）
ラスタホール５（金）
保健センター１（月）９
保健センター２９（火）
保健センター２５（金）
いたみホール１４（月）
スワンホール１１（金）７
会 場日（曜日）月

集団健診日程

午前１（金）８
午前３１（木）
午前２８（月）
午後

２６（土）
午前
午前２５（金）
午後６（日）
午前４（金）７

時間帯日（曜日）月

３０歳代の健診日程

★�午前９時半開始（そのほかは
９時）

Ａ�男性が先に検診を受ける日
Ｂ�女性が先に検診を受ける日

南センター★２６（金）Ｂ
アイホール★１９（金）Ｂ
県伊丹庁舎１６（火）Ａ９

野間笠松センター★６（水）Ａ８

会 場日（曜日）月

胃・肺がん検診日程

南センター２６（金）
アイホール１９（金）
県伊丹庁舎１６（火）９
南センター２５（月）
県伊丹庁舎７（木）
野間笠松センター６（水）８
神津センター３０（水）
伊丹スポーツセンター１８（金）
県伊丹庁舎１７（木）７

会 場日（曜日）月

手洗いの基本 調理器具は清潔に

もも
しし
かか
しし
てて
食食
中中
毒毒
？？

とと
思思
っっ
たた
らら

食食
中中
毒毒
予予
防防
のの
３３
原原
則則
とと

６６
つつ
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

一一
年年
中中
発発
生生
すす
るる
食食
中中
毒毒

６６
〜〜
１１００
月月
はは
特特
にに
要要
注注
意意

歯歯
のの
ポポ
スス
タタ
ーー
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

４４６６
人人
がが
入入
賞賞

特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
実
施
中

天王寺川中卒業生対象
アスベスト関連疾患検診

平成19年月別食中毒発生状況�
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�指輪や時計をはず
す

�水で十分に手を洗
う

�せっけんをよく泡
立てて、つめや指
の間、手首も洗う

	ペーパータオルか
清潔なタオルでふ
く

�タワシやスポンジ
を使って洗剤でよ
く洗う

�流水で十分にすす
ぐ

�煮沸や熱湯をかけ
るなどして殺菌す
る


風通しのよい所な
どでよく乾燥させ
る

市
長
賞
に
選
ば
れ
た
後
邉
さ
ん
�
、
小
林
さ
ん
�
、
久
保
田
さ
ん
�
の
作
品


流水でよく洗い流
す
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏場場場場場場場場場場場場場場のののののののののののののの食食食食食食食食食食食食食食中中中中中中中中中中中中中中毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒ににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごご用用用用用用用用用用用用用用心心心心心心心心心心心心心心夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場のののののののののののののののののののののののののののの食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒毒ににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
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（４）広報伊丹■２００８（平成２０）年６月１５日 第１１３５号広報伊丹■２００８（平成２０）年６月１５日 第１１３５号（５）


